
演者 公益社団法人 日本薬剤師会 相談役
一般社団法人 日本ジェネリック医薬品学会 理事

漆畑 稔 氏

参加のお申込は下記サイトにて受け付けております。

申込フォームURL▶https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_NW9JCtitQHCZp0GHjvS3iA

【お問合せ】

MAIL : infoproduct@unike.co.jp
株式会社JMDC(東京都港区、東証マザーズ 4483)グループ会社。1985年の設立より、医薬品情報をベースとした保険薬局向けのソフトウェア開発と販売を通じて、
商品・サービスでお客様の満足を超えた感動を提供し、社会貢献と関係者や社員の幸せを願って掲げる経営理念「人・夢・創造・貢献」の実現を目指しております。

次回調剤報酬改定の方向性に加え、薬局の経営課題に関する今後の医療政策や
医療保険政策について、日本薬剤師会相談役の漆畑先生から大局的なお話をいた
だきます。

本セミナーを明日からの薬局経営にお役立ていただければと考えます。

2021年12月16日(木)19:00~20:30

参加無料

特 別 企 画

薬局経営者・薬剤師向け

漆畑氏が本セミナーに寄せた特別コラムは裏面へ

2022年 調剤報酬改定の動向テーマ

ZOOMを用いた配信によるオンラインセミナーを開催！

本セミナーは、スマホ・PC用アプリケーション「ZOOM」を用いたオンラインセミナーです。
ご視聴いただくために、お使いのメディアに「ZOOM」のインストールとサインアップ(アカウント取得)が必要になります。

＊レセプトコンピュータにて「ZOOM」を用いたオンラインセミナーへは参加できません。別途PC・スマホをご準備ください。



2022年診療報酬等改定について
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我が国の実質的な医薬分業がはじまって約40年余が経過する。きっかけは医師の処方箋発行に点
数がついたことはご承知の通りだ。医療保険制度での医薬分業への期待は、過剰投薬と言われた当
時の多剤投薬や重複投薬、それに伴う薬剤費を抑制する事だ。
特に、複数の医療機関から患者に投薬された薬剤には重複が多くみられ、また、薬剤の種類が20

種類を超える等の事例が見受けられていた。もちろん、医療としては、それ等に伴う患者のリスクの増大
が問題視された時代である。薬剤服用歴管理指導（料）は、それを改善するための言わば必須アイ
テムとして評価、導入されたものだ。

本来は、診療報酬や調剤報酬は医師や歯科医師、薬剤師等が現に行っている行為を評価する仕
組みで、評価され点数がついたら行うのは間違いだ。だからこそ、医師や薬剤師等は夫々の立場で患
者に既に行っていることを主張して、評価され点数をつけてもらうのが順番で、点数がどうなるかを待って
いるのは間違いだ。このことは、特に薬局薬剤師に多く言える。
もちろん、医療政策や医療保険政策として、施策を誘導のために導入する「点数」もある。例えば、
後発医薬品調剤体制加算等がこれに該当することはご承知の通りだ。医科点数では、次回改定で不
妊治療が評価、導入されるが、このことは、少子化対策として意味を持つ。近年の、かかりつけ医やかか
りつけ薬剤師の医療保険での導入や医療連携の評価もその類である。

さて、診療報酬、調剤報酬、薬価改定などは薬局や医業経営にとって、ある意味で最大の関心事だ。
もちろん、医療機関や薬局に勤務する医師や看護師、薬剤師などにとっても同じことが言える。ところが、
その仕組みや改定が行われる背景や議論の経過等を正確に理解しているかと言えば、そうでもなさそう
だ。調剤報酬などの成り立ちや、これまでの経緯などの背景を含めて理解を深めることは必要だ。
ご承知の通り、診療報酬や調剤報酬などの内容は厚生大臣の諮問機関である中央社会保険医療
協議会で議論される。その所管は厚生労働省保健局医療課だ。医療課長は医師、そこに調剤報酬
や薬価を担当する薬剤管理官が配置されて担当している。また、中央社会保険医療協議会には私
達調剤を代表する委員は1名で言わば孤軍奮闘である。

一方で、診療報酬、調剤報酬など財源の交渉は、近年では政治的な関わりが大きい。医療費の約
四分の一は国庫（税金）で負担しており財務大臣、財務省の所管事項でもあるからだ。経営者の専
らの感心の多くは、「点数」が上がるか下がるかにあると思うが、それを有利にするためには政治の力もま
た必要である。政治対策も中央社会保険医療協議会での対策でも、そのために最も必要なことは日
頃の実績とそれを示すデータだ。あるべき論やこんなことができる、ではなく既に行っている実績なのである。

漆畑 稔(うるしばた みのる)

公益社団法人 日本薬剤師会 相談役 / 一般社団法人 日本ジェネリック医薬品学会 理事

1946年生まれ。68年明治薬科大学製薬学科卒業。静岡市薬剤師会理事、副会長、静岡県薬剤師
会理事、日本薬剤師会常務理事、副会長を歴任。1998年から2005年にかけて中央社会保険医療
協議会の委員を務め、現在、日本ジェネリック医薬品学会理事、日本薬剤師会相談役なども務めている。


